
(57)【要約】

【課題】別途メンテナンス用の仮設ゲートを設置するこ

となく、安全に水密部材の交換を行えるようにする。

【解決手段】河川や水路に設置される起伏式ゲート装置

である。起伏式ゲート装置を構成する扉体１１の回転軸

部１１ａにおける上流側に主底部水密部材１２ａを、扉

体１１の側部１１ｂの上流側に主側部水密部材１３ａを

、それぞれ上流側から交換が可能なように設置する。前

記主底部水密部材１２ａと主側部水密部材１３ａの交換

時には、これら主底部水密部材１２ａと主側部水密部材

１３ａの下流側に、副底部水密部材１２ｂと副側部水密

部材１３ｂを下流側から設置した状態で行う。

【効果】副水密部材によって水密が保たれるので、主水

密部材を取り外しても水流が発生せず、水中での主水密

部材の交換作業が、危険を伴わずに行えるようになる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 河 川 や 水 路 に 設 置 さ れ る ゲ ー ト 装 置 に お い て 、
　 ゲ ー ト 装 置 を 構 成 す る 扉 体 の 上 流 側 に は 、 上 流 側 か ら 交 換 が 可 能 な よ う に 主 水 密 部 材 が
設 置 さ れ 、
　 少 な く と も 前 記 主 水 密 部 材 の 交 換 時 に は 、 下 流 側 か ら 着 脱 が 可 能 な 副 水 密 部 材 を 、 前 記
主 水 密 部 材 の 下 流 側 に 設 置 可 能 な よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る ゲ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 河 川 や 水 路 に 設 置 さ れ る 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 に お い て 、
　 前 記 主 水 密 部 材 が 、 扉 体 の 回 転 軸 部 に 設 置 さ れ る 主 底 部 水 密 部 材 と 、 扉 体 側 部 に 設 置 さ
れ る 主 側 部 水 密 部 材 で 、
　 前 記 副 水 密 部 材 が 、 前 記 主 底 部 水 密 部 材 と 主 側 部 水 密 部 材 の 下 流 側 に 、 そ れ ぞ れ 設 置 可
能 な 副 底 部 水 密 部 材 と 副 側 部 水 密 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ゲ ー ト 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ゲ ー ト 装 置 の 主 水 密 部 材 を 交 換 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 副 水 密 部 材 を 、 前 記 主 水 密 部 材 の 下 流 側 に 設 置 し た 状 態 で 、 前 記 主 水 密 部 材 を 交 換
す る こ と を 特 徴 と す る ゲ ー ト 装 置 の 主 水 密 部 材 交 換 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 た と え ば 河 川 に 設 置 さ れ 、 農 業 用 水 な ど の 取 水 の た め に 用 い ら れ る 起 伏 式 ゲ
ー ト 装 置 、 及 び こ の ゲ ー ト 装 置 の 主 水 密 部 材 を 交 換 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 た と え ば 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 に は 、 逆 流 や 漏 水 を 防 止 す る た め 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て
い る よ う に 、 扉 体 の 回 転 軸 部 や 側 部 に 水 密 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 図 ５ は 起 伏 式 ゲ ー ト 装
置 の 水 密 部 材 近 傍 の 拡 大 図 で 、 （ ａ ） は 扉 体 １ の 回 転 軸 部 １ ａ に 設 置 さ れ た 水 密 部 材 ２ ａ
を 、 （ ｂ ） は （ ａ ） 図 の Ｂ － Ｂ 断 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） 図 の Ｃ － Ｃ 断 面 図 で 、 そ れ ぞ れ 回
転 軸 部 と 側 部 に 設 置 さ れ た 水 密 部 材 ２ ｂ ， ２ ｃ を 示 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ １ ７ ２ ７ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 ロ ー ラ ゲ ー ト で は 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 扉 体 と 水 密 壁 の 間 に 水
密 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 図 ６ は ロ ー ラ ゲ ー ト の 扉 体 ３ に 設 置 さ れ た 水 密 部 材 ４ 近 傍 の 拡
大 図 で 、 （ ａ ） は 平 面 か ら 見 た 図 、 （ ｂ ） は 水 密 部 材 ４ の 拡 大 図 で あ る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ４ ８ ４ ６ ５ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た よ う な ゲ ー ト 装 置 の 水 密 部 材 は 、 使 用 に よ っ て 摩 耗 し 、 ま た 経 年 劣 化 が 起 こ る
の で 、 定 期 的 に 交 換 す る 必 要 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 交 換 に 際 し 、 前 記 水 密 部 材 が 水 没 し て い る 状 態 で は 、 水 密 部 材 を 取 り 外
す と 上 流 側 か ら 下 流 側 に 水 流 が 発 生 す る 。 し た が っ て 、 扉 体 が 水 没 し た 状 態 で 水 密 部 材 を
交 換 す る の は 危 険 で あ り 、 別 途 メ ン テ ナ ン ス 用 の 仮 設 ゲ ー ト を 設 置 し て 水 密 部 材 の 交 換 を
行 っ て い る が 、 こ の よ う な 交 換 作 業 で は 、 期 間 的 に も 、 コ ス ト 的 に も 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 従 来 の ゲ ー ト 装 置 で は 、 水 密 部 材 を 交 換 す る に 際
し 、 危 険 を 伴 う の で 、 別 途 メ ン テ ナ ン ス 用 の 仮 設 ゲ ー ト を 設 置 し な け れ ば な ら な か っ た と
い う 点 で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の ゲ ー ト 装 置 は 、
　 別 途 メ ン テ ナ ン ス 用 の 仮 設 ゲ ー ト を 設 置 す る こ と な く 、 安 全 に 水 密 部 材 の 交 換 を 行 え る
よ う に す る た め に 、
　 河 川 や 水 路 に 設 置 さ れ る ゲ ー ト 装 置 に お い て 、
　 ゲ ー ト 装 置 を 構 成 す る 扉 体 の 上 流 側 に は 、 上 流 側 か ら 交 換 が 可 能 な よ う に 主 水 密 部 材 が
設 置 さ れ 、
　 少 な く と も 前 記 主 水 密 部 材 の 交 換 時 に は 、 下 流 側 か ら 着 脱 が 可 能 な 副 水 密 部 材 を 、 前 記
主 水 密 部 材 の 下 流 側 に 設 置 可 能 な よ う に 構 成 し た こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ゲ ー ト 装 置 が 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 の 場 合 に は 、 前 記 本 発 明 の ゲ ー ト 装 置 は 、
　 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 を 構 成 す る 扉 体 の 回 転 軸 部 に お け る 上 流 側 に は 主 底 部 水 密 部 材 が 、 ま
た 、 扉 体 側 部 の 前 記 上 流 側 に は 主 側 部 水 密 部 材 が 、 そ れ ぞ れ 上 流 側 か ら 交 換 が 可 能 な よ う
に 設 置 さ れ 、
　 少 な く と も 前 記 主 水 密 部 材 の 交 換 時 に は 、 下 流 側 か ら 着 脱 が 可 能 な 副 底 部 水 密 部 材 と 副
側 部 水 密 部 材 を 、 前 記 主 底 部 水 密 部 材 と 主 側 部 水 密 部 材 の 下 流 側 に 、 そ れ ぞ れ 設 置 可 能 な
よ う に 構 成 し た も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 本 発 明 の ゲ ー ト 装 置 に お い て 、 「 少 な く と も 前 記 主 水 密 部 材 の 交 換 時 に は 」 と は 、
主 水 密 部 材 の 交 換 時 に 副 水 密 部 材 が 設 置 可 能 な よ う に 構 成 さ れ て い れ ば 良 く 、 主 水 密 部 材
の 交 換 時 以 外 の 場 合 に は 、 必 ず し も 副 水 密 部 材 が 設 置 さ れ て い な く て も 良 い こ と を 意 味 す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 本 発 明 の ゲ ー ト 装 置 の 主 水 密 部 材 を 交 換 す る 場 合 は 、
　 前 記 副 水 密 部 材 を 、 前 記 主 水 密 部 材 の 下 流 側 に 設 置 し た 状 態 で 、 前 記 主 水 密 部 材 を 交 換
す れ ば 良 い 。 こ れ が 、 本 発 明 の ゲ ー ト 装 置 の 主 水 密 部 材 交 換 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ゲ ー ト 装 置 の 主 水 密 部 材 交 換 方 法 に お い て 、 「 設 置 し た 状 態 で 」 と は 、 主 水 密
部 材 の 交 換 時 に 副 水 密 部 材 が 設 置 さ れ て い れ ば 良 く 、 主 水 密 部 材 の 交 換 時 以 外 の 場 合 に は
、 必 ず し も 副 水 密 部 材 が 設 置 さ れ て い な く て も 良 い こ と を 意 味 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 副 水 密 部 材 に よ っ て 水 密 が 保 た れ る の で 、 主 水 密 部 材 を 取 り 外 し て も 水 流
が 発 生 せ ず 、 水 中 で の 主 水 密 部 材 の 交 換 作 業 が 、 危 険 を 伴 わ ず に 行 え る よ う に な る 。 し た
が っ て 、 メ ン テ ナ ン ス 用 の 仮 設 ゲ ー ト を 設 置 し な く て も 良 く な り 、 主 水 密 部 材 の 交 換 に 要
す る 期 間 や コ ス ト を 低 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ４ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ の 例 を 説 明 す る 概 略 図 、 図 ３ 及 び 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ の 例
を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 を 示 し た 図 で 、 １ １ は 自 身 を 浮 上 さ せ る だ け
の 浮 力 を 有 す る 扉 体 で あ る 。 こ の 扉 体 １ １ に 浮 力 を 備 え さ せ る た め の 構 成 は 特 に 限 定 さ れ
な い が 、 た と え ば パ イ プ と 板 材 で 扉 体 １ １ を 形 成 す る こ と で 、 パ イ プ 部 で 浮 力 を 得 る よ う
に し た も の な ど が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 扉 体 １ １ は 、 基 端 側 の 回 転 軸 部 １ １ ａ を 、 た と え ば 港 内 の 底 部 に 設 け た 基 台 Ｂ に 、
滑 り 軸 受 や ロ ー ラ 軸 受 な ど の 軸 受 に よ っ て 回 転 自 在 に 枢 支 す る こ と で 、 前 記 回 転 軸 部 １ １
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ａ を 支 点 と し て 扉 体 １ １ の 先 端 側 が 起 伏 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 は 、 油 圧 シ リ ン ダ に て 強 制 的 に 起 伏 さ せ る 形 態 で あ っ て も 良 い
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 の よ う な 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 で は 、 逆 流 や 漏 水 を 防 止 す る た め に 、 扉 体 １
１ の 回 転 軸 部 １ １ ａ や 側 部 １ １ ｂ に 水 密 部 材 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 水 密 部 材 を 、 本 発 明 で は 、 回 転 軸 部 １ １ ａ と 側 部 １ １ ｂ の そ れ ぞ れ に つ い て 、 上 流
側 と 下 流 側 の ２ 箇 所 に 設 置 可 能 な 構 成 と し て い る 。
　 そ し て 、 こ の う ち の 上 流 側 に 設 置 す る 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ と 主 側 部 水 密 部 材 １ ３ ａ に
、 従 来 の 底 部 水 密 部 材 、 側 部 水 密 部 材 と 同 様 の 働 き を 担 わ せ て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら
の 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ と 主 側 部 水 密 部 材 １ ３ ａ は 、 従 来 の 底 部 水 密 部 材 、 側 部 水 密 部 材
と 同 様 の 、 水 密 性 が 高 い た と え ば ゴ ム が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 但 し 、 本 発 明 で は 、 こ れ ら の 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ と 主 側 部 水 密 部 材 １ ３ ａ は 、 少 な く
と も こ れ ら の 交 換 時 に は 、 下 流 側 に も 後 述 す る 水 密 部 材 を 設 置 す る 関 係 で 、 そ れ ぞ れ 上 流
側 か ら 交 換 が 可 能 な よ う に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ２ ｂ は 副 底 部 水 密 部 材 、 １ ３ ｂ は 副 側 部 水 密 部 材 で あ る 。 こ れ ら は 、 前 記 の 主 底 部 水
密 部 材 １ ２ ａ 、 主 側 部 水 密 部 材 １ ３ ａ の 交 換 時 に 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 け て 水 流 が 発 生
す る の を 防 止 し 、 前 記 交 換 作 業 を 安 全 に 行 う た め に 、 前 記 の 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ と 主 側
部 水 密 部 材 １ ３ ａ の 下 流 側 に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ら の 副 底 部 水 密 部 材 １ ２ ｂ 、 副 側 部 水 密 部 材 １ ３ ｂ は 、 下 流 側 か ら 着
脱 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 副 底 部 水 密 部 材 １ ２ ｂ 、 副 側 部 水 密 部 材
１ ３ ｂ は 、 前 記 交 換 作 業 を 安 全 に 行 え れ ば 、 完 全 な 水 密 状 態 で な く て も 良 い の で 、 水 密 性
は 高 く な く て も 良 く 、 ゴ ム の ほ か に 樹 脂 、 金 属 な ど を 使 用 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 図 １ 中 の １ ４ は 回 転 軸 部 １ １ ａ の 水 密 部 材 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 構 成 の 本 発 明 の 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 で は 、 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ 、 主 側 部 水 密 部 材 １
３ ａ の 交 換 時 は 、 副 底 部 水 密 部 材 １ ２ ｂ 、 副 側 部 水 密 部 材 １ ３ ｂ 、 回 転 軸 部 １ １ ａ の 水 密
部 材 １ ４ に よ っ て 水 密 が 保 た れ （ 図 ２ （ ａ ） の 太 線 部 分 ） 、 水 流 が 発 生 し な い の で 、 上 流
側 か ら 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ 、 主 側 部 水 密 部 材 １ ３ ａ を 取 り 外 し て 交 換 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 回 転 軸 部 １ １ ａ の 水 密 部 材 １ ４ を 交 換 す る 場 合 は 、 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ 、 主 側
部 水 密 部 材 １ ３ ａ に よ っ て 水 密 が 保 た れ （ 図 ２ （ ｂ ） の 太 線 部 分 ） 、 水 流 が 発 生 し な い の
で 、 水 密 部 材 １ ４ を 取 り 外 し て 交 換 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら の 副 底 部 水 密 部 材 １ ２ ｂ 、 副 側 部 水 密 部 材 １ ３ ｂ は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 常 時
設 置 し て い な く て も 、 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ 、 主 側 部 水 密 部 材 １ ３ ａ の 交 換 時 に の み 、 設
置 し て も 良 い 。 こ の 場 合 は 、 主 底 部 水 密 部 材 １ ２ ａ 、 主 側 部 水 密 部 材 １ ３ ａ の 交 換 に 先 立
ち 、 副 底 部 水 密 部 材 １ ２ ｂ と 副 側 部 水 密 部 材 １ ３ ｂ を 下 流 側 か ら 設 置 す る こ と は 言 う ま で
も な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の ゲ ー ト 装 置 は 、 図 １ に 示 し た 起 伏 式 の ゲ ー ト 装 置 に 限 る も の で は な く 、 図 ３ に
示 し た よ う な ロ ー ラ ゲ ー ト 装 置 に も 適 用 で き る 。
　 こ の 図 ３ に 示 し た よ う な ロ ー ラ ゲ ー ト 装 置 の 場 合 、 扉 体 ２ １ の 上 流 側 と 下 流 側 の 両 縁 部
２ １ ａ に 、 主 水 密 部 材 ２ ２ ａ と 副 水 密 部 材 ２ ２ ｂ を 、 扉 体 ２ １ の 高 さ 方 向 に 延 長 し て 設 置
す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 場 合 も 、 上 流 側 の 主 水 密 部 材 ２ ２ ａ は 上 流 側 か ら 、 ま た 下 流 側 の 副 水 密 部 材 ２ ２ ｂ
は 下 流 側 か ら 交 換 が 可 能 な よ う に 設 置 す る 。 ま た 、 主 水 密 部 材 ２ ２ ａ に は 、 水 密 性 が 高 い
た と え ば ゴ ム が 用 い ら れ る こ と 、 副 水 密 部 材 ２ ２ ｂ は 水 密 性 が 高 く な く て も 良 い の で 、 ゴ
ム の ほ か に 樹 脂 、 金 属 な ど を 使 用 す る こ と が で き る こ と も 同 様 で あ る 。 さ ら に 、 こ の 副 水
密 部 材 ２ ２ ｂ は 、 常 時 設 置 し て い な く て も 、 主 水 密 部 材 ２ ２ ａ の 交 換 時 に の み 、 設 置 し て
も 良 い こ と も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の 例 に 限 る も の で は な く 、 各 請 求 項 に 記 載 の 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 に お い
て 、 適 宜 実 施 の 形 態 を 変 更 し て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
　 た と え ば 、 ロ ー ラ ゲ ー ト 装 置 の 場 合 は 、 図 ３ の よ う に 扉 体 ２ １ の 上 流 側 と 下 流 側 の 縁 部
２ １ ａ で な く て も 、 図 ４ の よ う に 上 流 側 或 い は 下 流 側 の 縁 部 ２ １ ａ の 上 流 側 と 下 流 側 に 主
水 密 部 材 ２ ２ ａ と 副 水 密 部 材 ２ ２ ｂ を 設 置 し て も 良 い 等 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の ゲ ー ト 装 置 は 、 農 業 用 水 な ど の 取 水 の た め に 河 川 や 水 路 に 設 置 す る だ け で な く
、 津 波 や 高 潮 対 策 と し て 港 湾 に 設 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 に 適 用 し た 本 発 明 の 第 １ の 例 を 説 明 す る 概 略 図 で 、 （ ａ ） は 底
部 水 密 部 を 説 明 す る た め に 側 面 か ら 見 た 断 面 図 、 （ ｂ ） は 側 部 水 密 部 を 説 明 す る た め に （
ａ ） 図 の 矢 視 Ｂ － Ｂ 方 向 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 水 密 部 材 交 換 時 の 水 密 ラ イ ン を 示 し た 図 で 、 （ ａ ） は 主 底 部 水 密 部 材 と 主 側 部 水
密 部 材 を 交 換 す る と き の 水 密 ラ イ ン 、 （ ｂ ） は 回 転 軸 部 水 密 部 材 を 交 換 す る と き の 水 密 ラ
イ ン を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ロ ー ラ ゲ ー ト 装 置 に 適 用 し た 本 発 明 の 第 ２ の 例 を 説 明 す る 概 略 図 で 、 （ ａ ） は 平
面 か ら 見 た 図 、 （ ｂ ） は 上 流 側 の 縁 部 に 設 置 す る 水 密 部 の 拡 大 説 明 図 、 （ ｃ ） は 下 流 側 の
縁 部 に 設 置 す る 水 密 部 の 拡 大 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 例 の 他 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 起 伏 式 ゲ ー ト 装 置 の 水 密 部 材 近 傍 の 拡 大 図 で 、 （ ａ ） は 扉 体 の 回 転 軸 部 に 設 置 さ
れ た 水 密 部 材 を 、 （ ｂ ） は （ ａ ） 図 の Ｂ － Ｂ 断 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） 図 の Ｃ － Ｃ 断 面 図 を
示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ロ ー ラ ゲ ー ト の 扉 体 に 設 置 さ れ た 水 密 部 材 近 傍 の 拡 大 図 で 、 （ ａ ） は 平 面 か ら 見
た 図 、 （ ｂ ） は 水 密 部 材 の 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ １ ， ２ １ 　 　 扉 体
　 １ １ ａ 　 　 回 転 軸 部
　 １ １ ｂ 　 　 側 部
　 １ ２ ａ 　 　 主 底 部 水 密 部 材
　 １ ２ ｂ 　 　 副 底 部 水 密 部 材
　 １ ３ ａ 　 　 主 側 部 水 密 部 材
　 １ ３ ｂ 　 　 副 側 部 水 密 部 材
　 ２ １ ａ 　 　 縁 部
　 ２ ２ ａ 　 　 主 水 密 部 材
　 ２ ２ ｂ 　 　 副 水 密 部 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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